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参
加
申
し
込
み
は
５
月
２
日
ま
で 

地
方
本
部
で
は
職
能
評
議
会
が
中
心
と
な
り

「
労
働
者
集
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
「
消

防
職
場
部
門
」
と
「
社
会
経
験
採
用
者
部
門
」
を

追
加
し
、
計
６
部
門

１１
分
科
会
を
設
定
。
今
回
か

ら
設
定
し
た
「
消
防
職
場
部
門
」
は
管
内
唯
一
の

北
見
消
防
協
議
会
の
会
員
は
も
と
よ
り
、
協
議
会

未
結
成
地
域
の
消
防
職
員
も
参
加
可
能
。
各
単
組

か
ら
の
積
極
的
な
参
加
呼
び
か
け
を
！ 

ま
た
、

「
新
卒
」
で
は
な
く
「
社
会
経
験
（
中
途
採
用
）

者
」
の
学
習
と
交
流
の
場
と
し
て
「
社
会
経
験
者

部
門
」
を
設
定
。
「
新
入
組
合
員
学
校
」
の
“
オ

ト
ナ
版
”
的
な
場
と
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

単
組
四
役
や
執
行
部
の
学
習
の
場
と
し
て
も
参

加
で
き
ま
す
の
で
是
非
、
一
緒
に
参
加
を
！ 

成
果
や
課
題
は
何
か
？ 

地
方
本
部
職
能
評
議
会
（
児
玉
明
美
議
長
）
で

は
「
労
働
者
集
会
」
に
向
け
て
、
４
月

１７
日
に
幹

事
会
を
開
催
し
、
事
前
に
開
催
さ
れ
た
４
つ
の
職

種
別
「
部
会
」
か
ら
報
告
を
受
け
ま
し
た
。 

▼
現
業
公
企
部
会
（
児
玉
明
美
部
会
長
）
か
ら
は
、

現
業
職
場
で
も
「
人
事
評
価
」
の
試
行
が
始
ま
り

現

場

で

は

混

乱
し
て
い
る
。

遠

軽

町

労

連

で

は

給

食

調

理

員

の

正

職

員

で

の

配

置

を

勝

ち

取

っ

て
い
る
。
し
か

し
、
募
集
し
て

も

応

募

が

少

な

い

状

況

と

な

っ

て

い

る

こ
と
な
ど
。 

▼
社
会
福
祉
部
会
（
窪

田
卓
部
会
長
）
か
ら
は
、

老
人
福
祉
施
設
の
民
営

化
が
進
ん
で
お
り
、
作

春
の
小
清
水
に
続
き
、

網
走
の
養
護
老
人
ホ
ー

ム
が
閉
園
し
民
設
民
営

と
な
る
こ
と
か
ら
、
公

立
施
設
は
北
見
と
佐
呂

間
の
み
と
な
る
。
北
見

の
養
護
老
人
ホ
ー
ム
も

民
営
化
の
方
向
が
示
さ

れ
、
労
使
交
渉
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
労
働
者
集
会
で
は
職
種
が

広
い
の
で
福
祉
に
携
わ
る
誰
も
が
聞
き
た
い
こ
と

と
し
て
「
成
年
後
見
制
度
」
の
部
門
別
講
演
を
受

け
て
は
ど
う
か
な
ど
。
▼
病
院
部
会
（
愛
山
功
一

部
会
長
）
か
ら
は
、
医
師
や
看
護
師
が
慢
性
的
に

不
足
し
て
い
る
現
状
。
公
立
病
院
の
経
営
が
厳
し

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
今
後
の
公
立
病

院
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
地
域
医
療
も
含
め
た
討

論
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
。
▼
保
育
部
会
（
長

谷
川
栞
部
会
長
）
か
ら
は
、
ニ
ー
ズ
の
増
加
に
伴

っ
た
保
育
士
の
配
置
が
さ
れ
て
い
な
い
状
況
や
民

営
化
さ
れ
た
園
で
は
経
営
重
視
で
満
足
な
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
て
い
な
い
実
態
が
あ
る
。
ま
た
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
っ
た
子
ど
も
に
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
か
。
看
護
師
が
常
駐
し
て
い
る
園
も

あ
る
。
労
働
者
集
会
で
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
や

食
育
に
つ
い
て
も
情
報
交
換
を
し
た
い
。 

こ
う
し
た
報
告
か
ら
、
職
能
評
議
会
で
は
、
状

況
を
全
体
で
確
認
す
る
と
と
も
に
、
労
働
者
集
会

の
部
門
別
講
演
な
ど
の
内
容
に
つ
い
て
討
論
し
ま

し
た
。 

「
労
働
者
集
会
」
は
裏
面
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

同
じ
職
場
で
働
く
仲
間
同
士
が
共
に
学
び
合
い
問

題
点
や
解
決
策
な
ど
を
交
流
し
ま
し
ょ
う
。 

地
本
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ 
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労
働
者
集
会
に
行
こ
う
！ 
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網
走
地
本
「
２
０
１
６
労
働
者
集
会
」 

▼
日
時 
５
月

14
日
（
土
）

13
時
か
ら 

15
日
（
日
）

12
時
ま
で 

▼
場
所 

北
見
市
温
根
湯
温
泉
「
大
江
本
家
」 

▼
基
調
講
演 

「
公
務
員
労
働
者
を
取
り
巻
く
状
況
」 

▼
部
門
別
講
演 

①
現
業
公
企
部
門
「
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
～
自
治
体
の
現
場
力
と
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
」 

②
社
会
福
祉
部
門
「
成
年
後
見
支

援
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」 

③
衛
生

医
療
部
門
「
地
域
医
療
構
想
と
新
公
立
病
院
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
地
域
医
療
の
あ
り
方
～
自
治

体
病
院
は
ど
う
な
る
の
か
～
」 

④
保
育
部
門

「
保
育
現
場
に
お
け
る
早
期
の
「
気
づ
き
」
の
大

切
さ
」 

⑤
消
防
部
門
「
消
防
職
場
の
現
状
と
課

題
」 

⑥
社
会
経
験
採
用
者
部
門
「
公
務
員
の
労

働
組
合
と
は
」「
可
処
分
所
得
の
拡
大
に
つ
い
て
」 

▼
分
科
会 

①
給
食
調
理 

②
用
務
員 

③
事

務
補 

④
土
木 

⑤
一
般
現
業 

⑥
社
会
福
祉

（
福
祉
施
設
・
介
護
職
場
・
ケ
ア
マ
ネ
・
保
健
師
・

栄
養
士
・
福
祉
行
政
担
当
な
ど
） 

⑦
生
活
保
護

（
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
・
町
村
保
護
担
当
な
ど
） 

⑧
病
院
（
看
護
師
、
各
種
技
師
、
病
院
事
務
な
ど
） 

⑨
保
育
（
保
育
所
・
幼
稚
園
・
学
童
保
育
・
児
童

福
祉
担
当
な
ど
） 

⑩
消
防
職
場
全
般
（
消
防
協

議
会
未
結
成
職
場
や
未
加
入
者
の
参
加
可
能
） 

⑪
社
会
経
験
者
（
社
会
経
験
を
経
て
採
用
後
３
年

未
満
の
者
・
そ
の
引
率
者
） 

▼
参
加
費 

１
２
，
０
０
０
円
（
宿
泊
、
交
流
会
、

朝
食
込
）
※
日
帰
り
金
額
の
設
定
も
あ
り
ま
す
。 

※
「
２
０
１
６
労
働
者
集
会
」
の
詳
細
は
単
組
の

担
当
者
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
え
て
く
だ
さ
い
、
え
さ
き
さ
ん
！ 

～
現
業
評 

編
～ 

Q
．
「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
」
と
し
て
、
民
間
委
託
な
ど
で
歳
出
削
減
を
進
め
た 

自
治
体
の
数
値
を
、
地
方
交
付
税
の
算
定
に
反
映
す
る
、
と
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
な 

か
で
、
私
た
ち
現
業
職
員
が
働
く
職
場
（
学
校
用
務
員
事
務
、
道
路
維
持
補
修
・
清 

掃
等
、
公
用
車
運
転
、
一
般
ご
み
収
集
、
学
校
給
食
、
公
共
施
設
、
公
園
管
理
）
が 

名
ざ
し
さ
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
の
職
場
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
。 

A
． 

自
治
体
現
場
力
の
必
要
性
を
社
会
に
示
す
！ 

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
は
、
経
費
削
減
・
歳
出
改
革
を
進
め
た
「
先
進
的
」
な
自
治
体
に
お
け
る
個
別
業
務

の
経
費
を
、
交
付
税
の
基
準
財
政
需
要
額
の
算
定
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
段

階
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
も
そ
も
、
基
準
財
政
需
要
額
と
は
、
あ
く
ま
で
も
自
治
体
が
標
準
的
な
行
政
水
準
を
保
つ
た
め
の
額
を
示

す
も
の
で
あ
り
、
個
別
具
体
的
な
実
態
を
も
と
に
削
減
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

長
年
に
わ
た
っ
て
行
政
改
革
の
矢
面
に
立
た
さ
れ
な
が
ら
、
地
域
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に
最
前
線
で
住

民
と
向
き
合
っ
て
い
る
現
業
職
場
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
雇
用
に
対
す
る
不
安
と
怒
り
が
あ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
私
自
身
も
怒
っ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
、
政
府
の
い
う
「
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
産
業
化
」
は
言

語
道
断
で
す
。 

 

地
域
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
て
い
く
こ
と
を
地
域
住
民
と
と
も
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
地

域
に
何
が
必
要
で
あ
る
か
を
知
っ
て
い
る
皆
さ
ん
で
す
。
皆
さ
ん
の
「
現
場
力
」
を
皆
さ
ん
自
身
が
体
現
し
、

こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
発
信
し
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
私
も
皆
さ
ん
の
発
信
を
束
ね
て
政
府
に
ぶ
つ
け
る

こ
と
で
、
自
治
体
現
場
力
の
必
要
性
、
皆
さ
ん
が
果
た
し
て
い
る
役
割
を
、
国
会
の
場
を
通
じ
て
社
会
に
示
し

て
い
き
ま
す
。 

 
 

 
 

 

（
本
部
教
宣
紙
「
じ
ち
ろ
う
」
２
０
１
６
年
４
月
２
１
日
第
２
１
６
４
号
よ
り
転
載
） 


